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事業者名 株式会社　坂本建設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

　普遍的な自治体の目標である「安全・安心のまちづくり」に寄与するため、確かで高品質のインフラ整備
に努めつつ、多発する自然災害に対しては地元自治体との連携を図り初動対応を万全なものとする。ま
た、従業員がそれぞれに住む地域の支える力となるべく働きやすい職場づくりを推進する。並びに次の
世代により良い社会の姿を継承してゆくためＳＤＧｓに積極的に取り組み、地域社会に貢献してゆく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
環境マネジメントシステム、エコアクション21を継続して
運用する。

ＳＤＧｓを含めた教育
年4回実施を維持する
完工高当たりのＣＯ2排出量の削減
2023年199ｔ→2026年189ｔ（5％削減）

社会

経済

環境

自治体や各種団体と連携した社会貢献活動の実施。

自然災害発生時の崩土撤去等の協力
ロードクリーンボランティア
年2回以上実施する。
新茶祭りへの参加：毎年5月

社会

経済

環境

働き方改革の実施。

ICT活用現場の拡大
2023年10％→2026年20％
週休二日制施工現場の推進
2023年80％→2026年90％

社会

経済

自治体・地元建設業協会と連携し災害時の早期対応に努める。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

ＳＤＧｓを含めた教育を年に4回実施
完工高当たりのＣＯ2排出量の削減
2023年-15％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

環境マネジメントシステム、エコアクション21を継続して
運用する。

ＳＤＧｓを含めた教育を年に4回実施
完工高当たりのＣＯ2排出量の削減
　前年比-5.0％

環境への意識は浸透できている。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

自然災害発生時の崩土撤去等の協力
ロードクリーンボランティア：年2回
新茶祭りへの参加・：毎年5月

前期の指標に対する実績

自治体や各種団体と連携した社会貢献活動の実施。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

毎年の恒例行事として活動している。

三側面
（分野に☑）

完全週休２日をほぼ達成している。

ICT活用現場の拡大
2023年10％
週休二日制施工現場の推進
2023年80％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

自然災害発生時の崩土撤去等の協力
ロードクリーンボランティア年2回
新茶祭りへの参加

働き方改革の実施。

ICT活用現場の拡大（県工事は受注工
事の20％以上）。週休二日制施工現場
の推進（県工事は受注工事の50％以
上）経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


